
浄化センターは下水道の心臓部です。下水道管やポンプ場を通して運ばれてきた下水をバクテリア（好気

性微生物）を利用してきれいにし、消毒して自然にかえします。処理過程で取り除かれた下水中の汚れ

（汚泥）は、汚泥処理施設で処理されます。浄化センターは24時間休みなく動いています。

熊本市で最初にできた浄化センターで、市役所周

辺を含めた市中心部の処理を受けもっています。

市内を流れる白川、坪井川の水質を守るとともに、

処理水を農業用水として利用するという全国でも

類を見ない大きな特色を持っています。

浄化センター

中部浄化センター

67,100m3／日

（現有能力64,500m3／日）

分流式（一部合流式）

標準活性汚泥法

76,100m2（買収完了）

昭和43年1月

一級河川白川

熊本市西区蓮台寺5丁目7番2号

計画処理能力

排 除 方 式

処 理 方 式

敷 地 面 積

稼働年月日

放 流 河 川

住 所

熊本市で２番目にできた浄化センターで、近

年発展がめざましい市東部地区の処理を受け

持っています。市民のオアシスとして、安らぎ

と潤いを与えている加勢川（江津湖）の豊かな水

環境と、快適な暮らしを守るために活動し、そ

の果たす役割は、年々大きくなってきています。

東部浄化センター

132,800m3／日

（現有能力138,400m3／日）

分流式（一部合流式）

標準活性汚泥法

151,500m2　（買収完了）

昭和47年12月

一級河川木山川

熊本市東区秋津町秋田536番地

計画処理能力

排 除 方 式

処 理 方 式

敷 地 面 積

稼働年月日

放 流 河 川

住 所

平面図

熊本市で３番目にできた浄化セン

ターで、伝統工芸と古い町並みの

残る市南部地区を中心とした地域

の処理を受け持っています。

この地域は田園地帯が広がり、加

勢川や天明新川の水質を守る役割

を担っています。

南部浄化センター

54,600m3　／日

（現有能力52,300m3／日）

分流式

標準活性汚泥法

111,000m2（買収完了）

昭和62年4月

一級河川加勢川

熊本市南区元三町4丁目1番1号

計画処理能力

排 除 方 式

処 理 方 式

敷 地 面 積

稼働年月日

放 流 河 川

住 所

熊本市西部地区を受け持つ浄化センターで、熊

本港の近くの白川河口にあり、市南西部地区一

帯の処理を受け持ち、井芹川や坪井川の水質保

全の役割を担っています。

西部浄化センター

35,600m3　／日

（現有能力23,400m3　／日）

分流式

標準活性汚泥法

120,700m
2
　(買収完了)　

平成14年3月

有明海

熊本市西区沖新町4944-3

計画処理能力

排 除 方 式

処 理 方 式

敷 地 面 積

稼働年月日

放 流 水 域

住 所

平面図

沈砂池

ポンプ棟

濃縮汚泥
ポンプ室

電気棟

最初沈殿池

沈砂池

汚水ポンプ室

沈砂池新電気室
反応タンク

夾雑物設備

反応タンク

雨水滞水池

脱臭設備

管理棟

管理本館（中央管理棟）

脱臭設備

し尿前処理設備

ブロワ棟

最初沈殿池

最終沈殿池

砂ろ過設備
汚泥消化槽

A消化槽

脱臭設備

汚泥処理棟

砂ろ過設備

機械濃縮棟

ボイラー室

消化ガス発電施設

滅菌池

ガスタンク

非常用発電機棟

汚泥濃縮槽
最終沈殿池

車庫

滅菌池
ガスタンク

汚泥消化槽

機械濃縮棟

スカム処理棟
消化ガス発電施設

汚泥処理棟
家畜受処理施設入

滅菌池

最初沈殿池
沈砂池ポンプ棟

汚泥濃縮槽 反応タンク
沈砂脱臭棟

旧管理棟

管理本館

場内ポンプ場

最終沈殿池

最初沈殿池
分水タンク

ブロア棟

受変電棟

汚泥濃縮槽

ガスタンク

最終沈殿池

汚泥消化槽

沈砂池ポンプ棟 汚泥ホッパ室

雨水滞水池 汚泥混合槽
非常用発電機棟

ボイラー室

反応タンク

平面図

汚泥処理棟

下水汚泥固形燃料化施設

ケーキ受入槽

洗煙排水処理棟（休止中）

滅菌池
最初沈殿池 最終沈殿池

管理本館沈砂池

分配槽

反応タンクガスタンク

2号焼却炉（廃止）

機械濃縮棟

汚泥消化槽

汚泥消化槽

砂ろ過設備

汚泥濃縮槽

電気棟

平面図

最終沈殿池

最初沈殿池

沈砂池
ポンプ棟

管理本館

汚泥処理棟

脱臭設備棟

汚泥消化槽

脱硫設備

汚泥電気室

汚泥濃縮槽

機械濃縮棟

ガスタンク

放流ポンプ棟

用水処理施設

反応タンク

11 ……熊本市の下水道

水
の
再
生

熊本市の下水道…… 12

水
の
再
生
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平面図

宇土市が管理を行なっている処理場ですが、宇土

市との協定により、富合処理区の下水も処理して

います。

富合処理区の下水は「富合ポンプ場」に集められ、

「宇土終末処理場」へ送られています。

宇土終末処理場（宇土市）

熊本北部浄化センター（熊本県）

19,500m3　／日

（現有能力15,375m3／日）

分流式

標準活性汚泥法

52,860m2

昭和55年1月21日

一級河川　浜戸川

宇土市高柳町138

計画処理能力

排 除 方 式

処 理 方 式

敷 地 面 積

稼働年月日

放 流 河 川

住 所

平成22年3月の市町村合併に伴い、熊本市で5番

目の浄化センターとなりました。

旧城南町地区を受け持ち、浜戸川や緑川の水質

保全に寄与し、都市基盤の充実を図る重要な役割

を担っています。

城南町浄化センター

7,300m3　／日

（現有能力4,700m3／日）

分流式

オキシデーションディッチ法

29,000m2（買収完了）

平成10年12月

一級河川　浜戸川

熊本市南区城南町島田438

計画処理能力

排 除 方 式

処 理 方 式

敷 地 面 積

稼働年月日

放 流 河 川

住 所

北部処理区および植木処理区を受け持っており、

熊本市の下水だけでなく、合志市や菊陽町の下

水も処理しています。そのため、熊本北部浄化

センターは流域下水道に分類され、熊本県がその

管理を行っています。

114,000m3　／日
（現有能力101,500m3／日）

分流式

標準活性汚泥法

凝集剤添加ステップ流入式
２段硝化脱窒法＋砂ろ過

約135,000m2（買収完了）

平成元年3月

二級河川　坪井川

熊本市北区鶴羽田町12-1

計画処理能力

排 除 方 式

処 理 方 式

敷 地 面 積

稼働年月日

放 流 河 川

住 所

浄化センター／ポンプ場

平面図

反応タンク反応タンク

最初沈殿池

最終沈殿池

坪井川
高度処理用地（計画）

高度処理用地
（計画）

機械濃縮棟

ケーキホッパー

第2汚泥処理棟

砂ろ過施設
（計画）

汚泥消化
タンク

沈砂池・ポンプ棟 機械濃縮棟
管理棟

汚泥消化タンク

燃料電池発電システム

脱硫設備

ガスタンク

ケーキホッパー

第2汚泥処理棟

砂ろ過施設
（計画）

汚泥消化
タンク

最
終
沈
殿
池

流量調整タンク

分配タンク
換気脱臭棟

最
終
沈
殿
池

余剰燃焼装置

脱離液貯留タンク
濃縮タンク

消毒設備

用水設備

流量調整タンク

分配タンク
換気脱臭棟

管理棟

及び機械室

汚
泥
棟

重油タンク

ベルトコンベア

ケーキホッパ

材料・器具倉庫

ブロワー室

電気室

ポンプ室
沈
砂
池

塩素混和池

消化タンク1次

乾式脱硫器

操
作
棟

ガスタンクガスタンク

余剰燃焼装置

生物脱臭装置

脱離液貯留タンク
スカムスクリーン

濃縮タンク

汚泥濃縮棟

消化タンク2次

消毒設備

用水設備

土壌脱臭床

反
応
タ
ン
ク

反
応
タ
ン
ク

塩素混和池

下水道は勾配によって自然に流すしくみとなっています。しかし、地形の状況等によっては、下水道管の位置

が地面よりあまりに深くなりすぎ、清掃や点検ができなくなります。そのような場合、ポンプ場やマンホー

ルポンプを設けて下水をくみ上げ、再び下水道管に流します。

ポンプ場

マンホールポンプ
マンホールの中に小型ポンプを設置し、

地上に現場操作盤のあるポンプ施設

公園内にあり周辺景観とマッチするよう

配慮された戸井の外ポンプ場

周辺の住宅地に違和感のないよう

デザインされた新島崎ポンプ場

※赤色灯が点灯している
ときは、現場操作盤に
書いてある連絡先にご
連絡ください。

最
初
沈
殿
池

最
初
沈
殿
池

平面図

機械棟 塩素混和池 最終沈殿池

汚泥ポンプ棟

オキシデーション
ディッチ

分水槽管理棟
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平面図
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市との協定により、富合処理区の下水も処理して

います。
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目の浄化センターとなりました。

旧城南町地区を受け持ち、浜戸川や緑川の水質

保全に寄与し、都市基盤の充実を図る重要な役割

を担っています。

城南町浄化センター

7,300m3　／日

（現有能力4,700m3／日）

分流式

オキシデーションディッチ法

29,000m2（買収完了）

平成10年12月
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敷 地 面 積

稼働年月日

放 流 河 川
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北部処理区および植木処理区を受け持っており、

熊本市の下水だけでなく、合志市や菊陽町の下

水も処理しています。そのため、熊本北部浄化

センターは流域下水道に分類され、熊本県がその
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塩素混和池

下水道は勾配によって自然に流すしくみとなっています。しかし、地形の状況等によっては、下水道管の位置

が地面よりあまりに深くなりすぎ、清掃や点検ができなくなります。そのような場合、ポンプ場やマンホー

ルポンプを設けて下水をくみ上げ、再び下水道管に流します。

ポンプ場

マンホールポンプ
マンホールの中に小型ポンプを設置し、

地上に現場操作盤のあるポンプ施設

公園内にあり周辺景観とマッチするよう

配慮された戸井の外ポンプ場

周辺の住宅地に違和感のないよう

デザインされた新島崎ポンプ場

※赤色灯が点灯している
ときは、現場操作盤に
書いてある連絡先にご
連絡ください。

最
初
沈
殿
池

最
初
沈
殿
池

平面図

機械棟 塩素混和池 最終沈殿池
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オキシデーション
ディッチ

分水槽管理棟



熊本市の下水汚泥固形燃料化施設は、低温域（炭化温度で250～350℃程度）で炭化を行うことにより、高発熱
量・低臭気・低自然発火を同時に満たします。

また、焼却処理に比べて年間約2,900tの温室効果ガスを削減するだけでなく、製造された燃料の使用先（火力

発電所）での石炭の使用量を抑えることで3,400tの温室効果ガスを削減できます。

さらに、浄化センターで発生する消化ガスを補助燃料に利用するとともに、排ガスから熱交換により得た温水

を、消化槽加温に利用しています。

下水汚泥のリサイクル

下水汚泥を適正に処分することは、水質管理と同様に下水道の維持管理上重要な課題です。最初沈殿池や最終沈殿

池で沈められた汚泥はかき寄せられ、各浄化センターで脱水機にかけられて、脱水汚泥となります。（1日約80t発生）

下水汚泥は、主に下水処理で活躍した微生物のかたまりで、豊富な有機分を含んでおり循環型の資源として注目され

ています。熊本市では浄化センターで発生するすべての脱水汚泥を有効利用しており、石炭代替燃料や建材原料、コ

ンポストなどへの利活用を通して循環型社会の実現に向け取り組んでいます。

脱水機

コンポスト

脱水汚泥

セメント

下水汚泥固形燃料化施設

浄化センター事務所前池への補給水として利用

燃料化物（炭化固形物）溶融スラグ

建材原料

下水汚泥の適正処分と有効利用への取り組み

汚泥ホッパ

造粒機

スクラバ

サイクロン

熱交換器

消化槽加温用温水

乾燥用熱風炉

炭化用熱風炉

※

汚泥乾燥機

脱水汚泥

熱交換器
（排ガス）

排煙処理塔

※

煙突
再燃炉

炭化炉

炭化物ホッパ

都市ガス

消化ガス

脱水汚泥

乾燥用循環ガス

排ガス

乾燥汚泥

消化ガス

炭化用循環ガス

分解ガス

都市ガス

燃料化物

下水汚泥固形燃料化施設

浄化センターでの利用

処理水の再利用

下水処理水（浄化センターできれいに再生された水）は、下水

道事業の発展とともに都市における貴重な水資源として注目

されています。

熊本市でも処理水を有効利用するため、各浄化センターで再

利用しています。

また、水田用の農業用水としても供給しています。下水にはた

くさんの栄養分が含まれており、処理水を再利用したり、汚泥

から作った肥料(コンポスト)を利用して作物を作る「ビストロ

下水道」というプロジェクトが全国でも進んでいます。

各浄化センターでは、処理水を機械用水、沈砂洗浄

水、消泡用水、ろ布洗浄用水、場内散水、緑地用水など

に再利用しています。

農業用水は川から取水するのが一般的ですが、天候

などに左右されやすいので農業用水を安定して確保

できない場合があります。

熊本市では、浄化センターで生まれ変わった処理水

の一部を30年以上前から農業用水として供給して

います。

これは、安定した水量を確保できるだけでなく、地下水

を農業用水として

汲み上げる量を抑

えることもできるの

で、地下水保全に

もつながります。

農業用水としての利用

■中部浄化センター 砂ろ過施設 

処理水を通過させ細かいごみを取り除き、緑地用水や機器の洗浄
用水などに利用できるよう処理する施設です。

施設名

中部浄化センター

東部浄化センター

南部浄化センター

西部浄化センター

城南町浄化センター

利用量（㎥／年）

■令和５年度の利用量

1,127,821

1,330,902

183,997

160,052

4,442

令和４

令和５

8,657,028

9,804,093

17

18

19

20

22

24

23

21

300 600 900 1,200 1,500（万）m3

27

29

30

28

26

25

（年度）

■処理水の農業用水利用実績グラフ

7,678,658

7,475,730

7,491,442

7,397,610

4,888,927

9,506,876

11,861,587

11,241,050

10,794,501

5,838,277

2,999,816

5,945,463

7,074,992

8,803,973

令和元

令和２

令和３

4,118,373

6,034,927

4,471,686

有効利用例
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熊本市の下水汚泥固形燃料化施設は、低温域（炭化温度で250～350℃程度）で炭化を行うことにより、高発熱
量・低臭気・低自然発火を同時に満たします。

また、焼却処理に比べて年間約2,900tの温室効果ガスを削減するだけでなく、製造された燃料の使用先（火力

発電所）での石炭の使用量を抑えることで3,400tの温室効果ガスを削減できます。
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下水汚泥のリサイクル

下水汚泥を適正に処分することは、水質管理と同様に下水道の維持管理上重要な課題です。最初沈殿池や最終沈殿

池で沈められた汚泥はかき寄せられ、各浄化センターで脱水機にかけられて、脱水汚泥となります。（1日約80t発生）

下水汚泥は、主に下水処理で活躍した微生物のかたまりで、豊富な有機分を含んでおり循環型の資源として注目され

ています。熊本市では浄化センターで発生するすべての脱水汚泥を有効利用しており、石炭代替燃料や建材原料、コ

ンポストなどへの利活用を通して循環型社会の実現に向け取り組んでいます。
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浄化センターでの利用
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下水処理水（浄化センターできれいに再生された水）は、下水

道事業の発展とともに都市における貴重な水資源として注目

されています。

熊本市でも処理水を有効利用するため、各浄化センターで再
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また、水田用の農業用水としても供給しています。下水にはた

くさんの栄養分が含まれており、処理水を再利用したり、汚泥

から作った肥料(コンポスト)を利用して作物を作る「ビストロ

下水道」というプロジェクトが全国でも進んでいます。

各浄化センターでは、処理水を機械用水、沈砂洗浄

水、消泡用水、ろ布洗浄用水、場内散水、緑地用水など

に再利用しています。

農業用水は川から取水するのが一般的ですが、天候

などに左右されやすいので農業用水を安定して確保

できない場合があります。

熊本市では、浄化センターで生まれ変わった処理水

の一部を30年以上前から農業用水として供給して

います。

これは、安定した水量を確保できるだけでなく、地下水

を農業用水として

汲み上げる量を抑
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用水などに利用できるよう処理する施設です。
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消化ガス発電の仕組み

消化ガス発電事業

消化ガスとは、下水処理で発生した汚泥が消化槽の中で微生物により分解されるときに発生するメタンと

CO2を含んだ可燃性ガスのことです。

熊本市の浄化センターでは、消化ガスを消化タンクの加温や給湯などに使用していますが、処理場経費の

さらなる削減と温室効果ガス排出削減を目指し、まずは平成25年度から中部浄化センター内において消化

ガスを利用した発電を開始しました。さらに、平成28年度から東部浄化センターの運用を開始しました。

消化ガス発電は、環境とエネルギーコストにやさしい排出物有効利用システムです。

アナモックス技術実証実験施設

熊本市は、日本下水道事業団（ＪＳ）、株式会社タクマと共同して、

アナモックス技術の実証事業に取り組みました。この事業は、平

成24年度の国土交通省下水道革新的技術実証事業（通称Ｂ－Ｄ

ＡＳＨプロジェクト）に採択され、国土交通省国土技術政策総合

研究所の委託研究として、平成24年度から平成25年度まで実施

しました。その後、令和元年度まで前述の３者で研究を進め、現

在も東部浄化センターにおいて稼働しています。今後は、アナ

モックスプロセスの本格導入に向け、検討を進めます。

アナモックスとは
1990年代にオランダで発見されたアナモックス細菌を利用した新しい窒素変換プロセスです。

ANaerobic AMMonium OXidation（嫌気性アンモニア酸化）の頭文字に基づく造語です。

この技術は、汚泥の処理過程で発生する脱水ろ液（窒素濃度の高い汚水）を個別に処理するもので、脱水ろ液中の

アンモニアの約半量を亜硝酸に変換する「亜硝酸化反応」と、アンモニアと亜硝酸を窒素ガスに変換する「アナモッ

クス反応」を組み合わせた窒素除去技術です。従来プロセスと比較して下記のような効果が期待されます。

期待される効果

■窒素除去状況■アナモックス細菌を付着させた坦体

曝気量

消費電力の縮減

縮減
反応槽の容積

建設面積を縮減 薬品コストの低減

汚泥発生量

汚泥処分費用の低減

有機物添加（メタノール等）

従来の硝化脱窒法

アンモニア

O2

NH4+
亜硝酸

NO2-
硝化
細菌

硝化
細菌

脱窒
細菌

硝化
細菌

アナモックス
細菌

O2

硝酸

NO3-

有機物（メタノール等）

N2

アナモックスプロセス

アンモニア

O2

NH4+
亜硝酸

NO2-
N2

バイパス
アンモニアと亜硝酸を
窒素ガスに変換
有機物（えさ）不要！

縮減 不要 減少

東部浄化センター
消化ガス発電設備フロー

発電機出力：425ｋW
　　　　　 （マイクロガスエンジン 25ｋW×17台)
燃料消費量：13.3Nｍ3/台･ｈ
　熱回収率：52％
　　発電量　：約403万ｋWｈ/年
　　　　　 （令和５年度実績）

マイクロガスエンジン発電機

東部浄化センター

発電機出力：500ｋW
燃料消費量：240Nｍ3/h（500ｋW運転時）
　　　　　：150Nｍ3/h（250ｋW運転時）
　熱回収率：16％
　　発電量　：約146万ｋWｈ/年
　　　　　 （令和５年度実績）

ガスエンジン発電機

中部浄化センター

温室効果ガスの削減
年間約1,922t-CO2 を削減できる見込みです。
電力の場内利用
東部浄化センターで使用する電力の約40％を賄うことが出来ます。
熱利用
ガスエンジン発電機から発生する熱エネルギーを汚泥消化槽の加温
に利用します。

温室効果ガスの削減
年間約1,050t-CO2を削減できる見込みです。
電力の場内利用
中部浄化センターで使用する電力の約20％を賄うことが出来ます。
熱利用
ガスエンジン発電機から発生する熱エネルギーを汚泥消化槽の加温
に利用します。
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消化ガス発電の仕組み

消化ガス発電事業

消化ガスとは、下水処理で発生した汚泥が消化槽の中で微生物により分解されるときに発生するメタンと

CO2を含んだ可燃性ガスのことです。

熊本市の浄化センターでは、消化ガスを消化タンクの加温や給湯などに使用していますが、処理場経費の

さらなる削減と温室効果ガス排出削減を目指し、まずは平成25年度から中部浄化センター内において消化

ガスを利用した発電を開始しました。さらに、平成28年度から東部浄化センターの運用を開始しました。

消化ガス発電は、環境とエネルギーコストにやさしい排出物有効利用システムです。

アナモックス技術実証実験施設

熊本市は、日本下水道事業団（ＪＳ）、株式会社タクマと共同して、

アナモックス技術の実証事業に取り組みました。この事業は、平

成24年度の国土交通省下水道革新的技術実証事業（通称Ｂ－Ｄ

ＡＳＨプロジェクト）に採択され、国土交通省国土技術政策総合

研究所の委託研究として、平成24年度から平成25年度まで実施

しました。その後、令和元年度まで前述の３者で研究を進め、現

在も東部浄化センターにおいて稼働しています。今後は、アナ

モックスプロセスの本格導入に向け、検討を進めます。

アナモックスとは
1990年代にオランダで発見されたアナモックス細菌を利用した新しい窒素変換プロセスです。

ANaerobic AMMonium OXidation（嫌気性アンモニア酸化）の頭文字に基づく造語です。

この技術は、汚泥の処理過程で発生する脱水ろ液（窒素濃度の高い汚水）を個別に処理するもので、脱水ろ液中の

アンモニアの約半量を亜硝酸に変換する「亜硝酸化反応」と、アンモニアと亜硝酸を窒素ガスに変換する「アナモッ

クス反応」を組み合わせた窒素除去技術です。従来プロセスと比較して下記のような効果が期待されます。

期待される効果

■窒素除去状況■アナモックス細菌を付着させた坦体

曝気量

消費電力の縮減

縮減
反応槽の容積

建設面積を縮減 薬品コストの低減

汚泥発生量

汚泥処分費用の低減

有機物添加（メタノール等）

従来の硝化脱窒法

アンモニア

O2

NH4+
亜硝酸

NO2-
硝化
細菌

硝化
細菌

脱窒
細菌

硝化
細菌

アナモックス
細菌

O2

硝酸

NO3-

有機物（メタノール等）

N2

アナモックスプロセス

アンモニア

O2

NH4+
亜硝酸

NO2-
N2

バイパス
アンモニアと亜硝酸を
窒素ガスに変換
有機物（えさ）不要！

縮減 不要 減少

東部浄化センター
消化ガス発電設備フロー

発電機出力：425ｋW
　　　　　 （マイクロガスエンジン 25ｋW×17台)
燃料消費量：13.3Nｍ3/台･ｈ
　熱回収率：52％
　　発電量　：約403万ｋWｈ/年
　　　　　 （令和５年度実績）

マイクロガスエンジン発電機

東部浄化センター

発電機出力：500ｋW
燃料消費量：240Nｍ3/h（500ｋW運転時）
　　　　　：150Nｍ3/h（250ｋW運転時）
　熱回収率：16％
　　発電量　：約146万ｋWｈ/年
　　　　　 （令和５年度実績）

ガスエンジン発電機

中部浄化センター

温室効果ガスの削減
年間約1,922t-CO2 を削減できる見込みです。
電力の場内利用
東部浄化センターで使用する電力の約40％を賄うことが出来ます。
熱利用
ガスエンジン発電機から発生する熱エネルギーを汚泥消化槽の加温
に利用します。

温室効果ガスの削減
年間約1,050t-CO2を削減できる見込みです。
電力の場内利用
中部浄化センターで使用する電力の約20％を賄うことが出来ます。
熱利用
ガスエンジン発電機から発生する熱エネルギーを汚泥消化槽の加温
に利用します。
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